
第４回ワーキンググループにおける主な意見等

番号 委員等 意見概要 回答

➀ 上島理事 仮設住宅について、初期不良などのトラブルがあったと聞いている。このことについて検証の場はあるのか。
また、その検証に参加する組織はどこか。 本資料にて説明

➁ 阪本委員 仮設住宅は様々な種類があり、それぞれメリット・デメリットがある。被災者に格差なく提供できるようにするには
どうすればよいのか。 本資料にて説明

➂ 水谷常任理事 仮設住宅を一時的住まいではなく、公費解体後の敷地に本設住宅として建設し、買取ることはできないか。 本資料にて説明

④ 加藤代表理事 宅内給排水設備を早期に復旧するための応援体制について、何か動きがあるか。 本資料にて説明
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➀仮設住宅の初期不良については、確認されるたびに、県から施工業者に連絡のうえ修理する、といった対応
をとっていると聞いております。石川県に確認したところ、特段、検証の場を設ける予定はないと聞いております。
②住まいを失った被災者の方々には、1日も早く、応急的な住まいに移っていただく必要があることから、石川
県では、プレハブ、木造、ムービングハウス、トレーラーハウスなど様々なタイプの仮設住宅を可能な限り迅速に
提供してきたものと承知しております。それぞれのタイプごとには、あからじめ仕様が統一され、その特徴等につい
ては、適宜、市町から被災者に対して周知がなされているものと承知しております。
➂自力再建等が困難な高齢者の住まいの確保は大変重要な課題であることから、今回の能登半島地震へ
の対応では、仮設期間終了後、一定の改修工事を経て、被災者の恒久的住処として活用できる木造仮設
住宅の建設に取り組んでいるところです。このうち、いわゆる「ふるさと回帰型」（地元集落を離れ、みなし仮設
等で生活する被災者がふるさとに回帰できるよう整備する戸建風の木造仮設住宅）については、被災者が希
望する場合には、適正な対価で被災者に譲渡することも念頭に建設されているものと承知しております。
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